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東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
、 役
場
福
祉
課
、 子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、 

社
会
福
祉
協
議
会
が
本
郷
大
沼
地
内
に
移
転
し
、

「
東
栄
ひ
だ
ま
り
プ
ラ
ザ
」
と
し
て
開
所
し
ま
し
た
。

10
月
15
日
｟
土
｠

竣
工
式
・
一
般
見
学
会
開
催

　

昭
和
㕳㕶
年
に
開
設
し
た
東
栄
病
院
は
施
設

の
老
朽
化
と
と
も
に
人
口
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
減
少
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
県
内
で
唯
一
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が

な
い
こ
と
か
ら
、
保
健
指
導
や
健
康
診
査
等

の
業
務
に
不
十
分
な
点
も
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
東
栄
町
医
療
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
等
、
幾
度
と
な
く
協
議
の
場

を
設
け
検
討
を
重
ね
、
平
成
㕳㕰
年
に
は
「
東

栄
医
療
セ
ン
タ
ー
｟
仮
称
｠
等
施
設
整
備
及

び
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
令
和

３
年
㕱㕰
月
、
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
施
設
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
め
ざ
し
、
木

材
を
使
っ
た
あ
た
た
か
み
の
あ
る
耐
火
性
に

優
れ
災
害
に
対
応
し
た
施
設
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
ま
で
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
部

門
の
業
務
を
別
々
の
施
設
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
一
つ
の
場
所
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
の
負
担
軽
減
と
と
も
に
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

施
設
開
所
に
あ
わ
せ
て
町
営
バ
ス
の
乗
り

入
れ
を
可
能
に
し
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
栄
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
竣
工
式

を
行
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
町
長
か
ら
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ

る
と
と
も
に
「
施
設
完
成
を
期
に
医
療
、
福

祉
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
、
健
康
で

暮
ら
せ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
東
栄
ひ
だ
ま
り
プ
ラ
ザ

に
移
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う
と
と
も
に

見
学
会
を
開
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
見

学
に
訪
れ
、
「
待
合
は
明
る
い
ね
。
」
「
あ
た

た
か
み
が
あ
る
ね
。
」
「
に
こ
に
こ
広
場
は

子
ど
も
が
遊
べ
そ
う
」
な
ど
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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東栄診療所・東栄保健福祉センター
施設案内図
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健康づくりのための運動指導室

保健福祉センター総合窓口・

社会福祉協議会窓口

夜間の施設の様子

子育て支援センター

幼児が楽しく遊べる屋外スペース

放射線受付待合

診療所内総合窓口・外来待合
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TOWN TOPICS
まちの話題

中野さん・後列右から4番目

　　地域の農地等の環境の保全活動が、他の模範である

として、上古戸環境保全会が農地・施設保全活動部門の

愛知県知事賞を受賞しました。

　この賞は多面的機能支払交付金を受ける団体の中で、

農地や農業用施設の維持保全の活動等を継続して実施

している団体に贈られるものです。

　授賞式は10月10日に安城市で行われました。

上古戸環境保全会  愛知県農業
農村多面的機能活動表彰受賞

　9月29日(木)、東栄ドームで町内22名の選手、5チー

ムが参加し行われました。声をかけあって作戦を立てな

がら、熱戦を繰り広げました。

　　　　　　　　 結果　優　 勝　鈴木チーム

準優勝　岩間チーム

 3  位　岩本チーム

町民ゲートボール大会開催！

　10月8日(土)、とうえい保育園で運動会が行われま

した。一生懸命に園庭を走り回ったり、ダンスや鼓笛を

披露したりと、園児たちの頼もしい姿に、盛大な拍手が

送られました。　

　運動会の開催にあわせ、後藤裕道さん(古戸地区出身

東京都在住)より、子どもたちのためにお菓子とメッセ

ージの贈り物をいただ

きました。いつも東栄

町の子どもたちの育

ちを応援していただき、

ありがとうございます。

とうえい保育園
運動会

　今年度、町では伊藤一代さん、伊藤きぬよさん、鈴木志

津子さん、堀内ふさ子さん、森本さかへさん、湯浅恒夫

さんの6名の方が、100歳を迎えられました。

　町内にお住まいの4名の方には、新型コロナウイルス感

染症対策を行い施設と自宅を訪問し、町長から記念品を

贈呈しました。町外にお住いの方は記念品を家族に受け

とっていただきました。皆さん、笑顔でお祝いの言葉を

受けられました。おめでとうございます。

100歳長寿祝い

伊藤一代さん伊藤きぬよさん

森本さかへさん 堀内ふさ子さん



度
年
４
和
令9

果
結
札
入
の
月

東栄町議会定例会第2回

Pick
up

  

 一
般
質
問

案
　
　
議

出
　
　
歳

入
　
　
歳

　
要
概
の
算
予
正
補

一

計
会
般

１６
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要
概
の
算
予
正
補

度
年
４
和
令

 

月
９

43億1,805

6億5,525

3億5,621

2億1,933

3,261

8億5,240

7,922

3,885

1,476

56

△6

293

43億9,728

6億9,410

3億7,098

2億1,990

3,254

8億5，533

会　計　名 補正前 補正額 計

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

東 栄 診 療 所

一　　般　　会　　計

※

計

理水化学㈱名古屋支店

㈱岡村組

㈱田中組

工場

工事

工事

業種

128,900

4,000

8,500

141,400

中設楽浄水場前処理ろ過設備設置工事

林道駒久保線改良工事

共栄橋橋梁補修工事 

工　事　名　等 業者名等 落札金額【千円】

135,640

予定金額【千円】

※税抜き



44億5,546万円
歳入
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歳
入
決
算
総
額
は
44
億
5
,
5
4
6
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
2
億
2
9
7
万
円
の

増
、
歳
出
決
算
総
額
は
41
億
7
,
1
0
4
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
1
億
8
,
0
4
9
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
を
引
い
た
実
質
収
支
は
、

2
億
2
,
9
0
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

● 

歳
　
入

　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
前
年
度
か
ら

1
.0
%
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
繰
越
金
等
の

増
加
に
よ
り
自
主
財
源
全
体
で
は
2
.3
%
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
や
地
方
債
、

国
庫
や
県
支
出
金
な
ど
と
い
っ
た
依
存
財
源

は
歳
入
全
体
の
7
7
.
6
％
を
占
め
て
お
り
、

依
存
型
の
財
政
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
4
8
.
5
%
の
減
、
地
方
交

付
税
は
1
2
.
3
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
主
に
東
栄
診
療
所
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
の
財
源
と
な
る

地
方
債
は
2
2
.
0
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

● 

歳
　
出

　
総
務
費
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
立
金
が
前
年
度
よ
り
大
き
く
増
加
し
ま

し
た
が
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
が
前

年
度
で
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
全
体

と
し
て
1
1
.
1
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
民
生
費
は
、
非
課
税
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
や
東
栄
診
療
所
・
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
整
備
に
係
る
特
別
会
計
繰
出
金
が
増

加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
4
7
.3

％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
、
東
栄
診
療
所
・
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
係
る
設
計
及
び
設
計
監
修

業
務
委
託
料
、
土
地
購
入
費
、
東
栄
医
療
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
6
5
.
9
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
、防
災
行
政
無
線
整
備
に

関
す
る
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、前
年
度

と
比
較
し
て
5
3
.3
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
概
要

◆決算の概要 

◆一般会計決算の状況

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

一　般　会　計

※千円単位切捨てのため、合計が合わない部分があります。

特
別
会
計

合 　 計

41億7,104万円

5億6,661万円

1億2,755万円

1億9,230万円

1億6,233万円

2,387万円

7億1,547万円

0円

59億5,921万円

差　　引

2億8,442万円

2,816万円

277万円

△1,080万円

△289万円

314万円

2,868万円

25万円

3億3,374万円

44億5,546万円

5億9,478万円

1億3,032万円

1億8,149万円

1億5,944万円

2,702万円

7億4,415万円

25万円

62億9,295万円

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

簡 易 水 道

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

東栄医療センター

各 財 産 区

総務費
8億9,698万円

（21.5％）

町税
3億 567万円

（6.9％）

繰越金
2億6,194万円
（5.9％）

使用料 
6,481万円

（1.5％）

その他
3億6,489万円

（8.1％）

地方交付税
20億1,736万円

（45.3％）

依存財源 
77.6％

自主財源
22.4％

地方債
6億9,736万円

（15.7％）

民生費
8億4,917万円

（20.4％）

衛生費
8億5,178万円

（20.4％）
土木費
1億8,699万円（4.5％）

公債費
4億 108万円
（9.6％）

教育費
1億9,238万円
（4.6％）

農林水産業費
3億1,399万円
（7.5％）

国庫支出金
3億3,617万円
（7.5％）

県支出金
2億3,917万円（5.4％）

その他
1億6,806万円（3.7％）

消防費
2億3,855万円（5.7％）

労働費 
748万円（0.2％）

商工費
1億6,256万円（3.9％）

災害復旧費
2,670万円（0.6％）

議会費
4,332万円（1.0％）

決
算
を
報
告
し
ま
す

令
和
３
年
度

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
は
、
町
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳出
41億7,104万円
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
決
算
に

係
る
健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
値
は
町
の
財
政
が
健
全
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
指
標
と
な
る
も
の
で
、
一
つ

で
も
早
期
健
全
化
基
準
や
経
営
健
全
化
基

準
を
超
え
た
場
合
に
は
、
財
政
健
全
化
計
画

や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
先
に
行
っ

た
大
型
公
共
事
業
や
統
合
簡
易
水
道
建
設
に

充
て
た
地
方
債
の
償
還
が
本
格
化
し
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
上
昇
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

普
通
交
付
税
の
額
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
0
.
4
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
、
8
.
7
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
が
1
8
.
1
％
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
が
6
.
9
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
会
計
上
の
処
理
を
誤
っ
た
こ
と
に

よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
経
営
が
急
激
に

悪
化
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
令

和
４
年
度
以
降
は
発
生
し
な
い
見
込
み
で
す
。

　
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度

か
ら
1
.9
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
7
4
.3
％
と
な

り
ま
し
た
。
経
常
的
な
収
入
で
あ
る
普
通
交
付

税
の
額
が
増
加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　
安
定
し
た
財
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に

も
、
経
常
的
な
支
出
に
つ
い
て
特
定
財
源
の

活
用
を
進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
支
出
の

内
容
の
見
直
し
や
縮
減
を
進
め
る
な
ど
の

取
組
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◆主な事業と決算額

◆
町
の
財
政
状
況

区　　分 事　業　名 決 算 額 事 業 の 成 果 内 容

支え合う

健康福祉の

まちづくり

林道路線全体計画
調査業務

サイクリスト歓迎のまち
構築事業

286万円

1,207万円

活力のある

まちづくり

森林資源調査や自然環境調査等を行い、新たな林道の路線

計画を策定しました。

● 資金不足比率

簡 易 水 道 特 別 会 計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

指　　標 令和3年度 経営健全化基準

18.1

6.9

ー

20.0

20.0

20.0

● 健全化判断比率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

指　　標 令和3年度 早期健全化基準 財政再生基準

ー

ー

  8.7

ー

15.0

20.0

25.0

350.0

20.0

30.0

35.0

＊赤字等がない場合は「－」で表示しています。

＊資金不足がない場合は「－」で表示しています。

【用
語
の
解
説
】

レンタサイクル拠点やサイクルピット等の整備や、サイクリング

コース、マップの作成、地元サイクリストの養成等を行いました。

65歳以上の個別の生活状況を調査し、要介護状態の発生リ
スクの高い高齢者の把握を行いました。また、高齢者の生活
実態の把握・課題の抽出を行いました。

東栄医療センター(仮称)等
新築工事及び設計監理業務
委託等（R3,R4継続事業）

介護予防・社会資源

把握開発事業

一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政
規模に対する比率。15％以上になると早期健全化団体となり、
20％以上になると財政再生団体となります。

全会計を対象とした実質赤字（又は資金の
不足額）の標準財政規模に対する比率。20％以上になると早期
健全化団体となり、30％以上になると財政再生団体となります。

一般会計が負担する元利償還金及び準元利
償還金の標準財政規模に対する比率。25％以上になると早期
健全化団体となり、35％以上になると財政再生団体となります。

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する比率。350％以上になると早期健全化
団体となります。

・ 実質赤字比率

・ 連結実質赤字比率

・ 実質公債費比率

・ 将来負担比率

237万円

森林環境税関連事業
林道台帳データ作成及び林業適地選定、森林現地調査システ

ム導入、境界明確化事業、里山林環境整備事業等を行いました。
3,832万円

4億2,279万円

◆主な地方創生臨時交付金事業

区　　分 事　業　名 決 算 額 事 業 の 成 果 内 容

感染拡大の影響を

受けている地域経済

や住民生活の支援 プレミアム商品券

発行事業

東栄町事業持続応援金・

東栄町持続化給付金事業

学校の臨時休業等に

おける環境整備事業  

2,856万円

2,338万円

10万円

事業継続や雇用維

持等への対応 

高齢者

フレイル予防対策事業

コロナ禍により外出機会が減り、運動不足が懸念される高齢
者に対して、自宅でもできる町のオリジナル体操を作成し、冊
子の配布及び動画の配信を行いました。

町内事業者及び指定管理者に対して、補助金及び給付金を

支給することにより、事業継続を支援しました。

小中学校の臨時休業等に伴うオンライン授業の実施に対応

するため、Wi-fi環境のない家庭へモバイルルーターの貸し出

しを行いました。

町内商店等で使用可能なプレミアム商品券（プレミアム率30
％）を発行し、町内消費を喚起することで、町内経済の活性化
を図りました。

276万円

新しい生活様式を踏ま
えた地域経済の活性化
等への対応及び、ポスト
コロナに向けた経済構造
の転換・好循環の実現

東栄診療所・保健福祉センター整備のため、建設工事及び設

計監理業務委託を行いました。 （R4.3月末進捗率20.6％）



まちからのお知らせ
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・ 食べ残し、 飲み残しを減らす

・ 三角コーナーや水切りネットで汚れを取り除く

・ 使用済み油は新聞紙などに吸わせて可燃ごみと

して捨てる

・ 食器洗いの前に汚れを新聞紙などで拭き取る

・ 洗剤は適量を使う

身近な生活排水対策

浄化槽の適正な管理

問合せ 建設課上下水道係　☎７６・1813 問合せ 税務課　　☎７６ ・ 1814

浄化槽の適正利用にご協力を 家屋を新築、増築
または取り壊された方へ
　固定資産税は、毎年１月１日現在の所有者に課

税されます。家屋を新築または増築された方は、

税務課職員が家屋評価に伺いますので、税務課

へ連絡をお願いします。

　また、家屋を取り壊した場合、翌年度からその

家屋に対する固定資産税がかからなくなります

ので、税務課で家屋滅失の届出を行ってください。

　浄化槽が正常に機能しつづけるには、適正な管

理や使用が欠かせません。

　ひとりひとりの小さな心がけが大切な水環境を

守る鍵となりますので、次の取組を続けていきま

しょう。

　浄化槽を管理する方は、法令により保守点検・清掃

を実施し、法定検査を受けなければならないとされ

ています。

　浄化槽を適正に管理し、長く大切に使用しましょう。

納期内納付のご協力をお願いします

　町税等は、町民の皆さんの安心で健康的な生活を維持するためのまちづくりを支える大切な財源です。

多くの納税者の方に納期限までに町税等を収めていただいておりますが、残念ながら様々な理由で滞納

されている方もいます。

【町税等の滞納解消に向けて】

　町では、督促状や催告書を送付しても応答がなく、納めていただけない滞納者に対しては「東三河広域連合」

と連携して、財産調査を行ったうえで、預貯金・給与・不動産・各種保険等の差押えをはじめとする滞納整理に取

り組んでいます。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【困ったときには、早めに相談を！】

　病気や失業、新型コロナウイルス感染症の影響による収入減などの特別な事情があり納付が困難な方や、

納付が遅れている方は、お早めに 税務課 （☎76・1814） へご相談ください。

※法務局で滅失登記の手続きをされた方は、税務

　 課への届出は必要ありません。

【滞納処分の流れ】

令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度

※金額は、町民税、固定資産税、軽自動車税の現年分決算数値

調定額

288,053 283,765 98.51%

収入額 収納率 調定額

282,494 278,944 98.74%

収入額 収納率 調定額

275,922 272,644 98.81%

収入額 収納率

単位：調定・収入額は千円

督促状の発送　
財産調査 財産差押え 換価 ・ 配当　

金融機関・勤務先等 預貯金等 公売等



元気な地域づくり支援事業の活動をお知らせします

広報とうえい  2022.11月号9

・市場集会所 体操教室・

　２年目を迎えた大千瀬てらす。町内外の人が安全に川

遊びができるよう、駐車スペースを設け、浄水公園周辺を

整備しました。今年度は町内業者にお願いし、広場にブラ

ンコを設け、仮設トイレも設置し、町内外の方から 「安心し

て遊べる！最高の川！」など喜びの声をいただき、改めて

東栄町の良さを実感することができました。まだ設備や

全シーズンで楽しんでいただけるような施設にするため

に改善しなければならないところも多いですが、来年度に

向けて頑張っていきます。

大千瀬てらす
実行委員会

　今年で1３回目となる「のき山市」を、10月8日～10日

に開催しました。志多らの和太鼓と東栄町マリンバ奏者に

よる共演や、各教室でさまざまなワークショップ等が行わ

れ、東栄町、豊根村の飲食店にもご出店いただきました。

　途中、雨が降る場面もありましたが、大勢の皆様にお越

しいただき、笑い声と太鼓の音が鳴り響く３日間でした。

のき山学校の校舎もなんだか喜んでいる様でした。やっ

ぱりのき山学校は子供たちの明るい声が響く楽しい場所

であってほしい！と思います。

　私共、NPO法人てほへは、これからもイベントやワーク

ショップを通して地域の皆様が明るく元気に充実した日々

を送れるよう取り組んで参ります。

☎７６ ・ １７４０

60

80

20

 

 
 

 

80

７０

楽しい集まりを紹介します！

東栄町社会福祉協議会は地域の皆さんの自主的な活動
を応援しています。 皆さんが知っている楽しい集まりを
ご紹介ください。

特定非営利活動法人
てほへ



information 暮らしの情報

●
問
合
せ

　

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

　
　
　
　

☎
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２
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９
５
２
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８
１
１
１
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１
８
３
１
｠
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●
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　

  

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

全
国
一
斉

　

「
労
働
保
険
」
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

と
を
総
称
し
た
名
称
で
す
。
労
働
保
険
は
労

働
者
｟
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む)

を
一
人
で
も
雇
え
ば
、
業
種
・
規
模
を
問
わ

ず
労
働
保
険
の
適
用
と
な
り
、
事
業
主
は
、

加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

｟
農
林
水
産
の
一
部
の
事
業
は
除
き
ま
す
。
｠

　
　

な
お
、
雇
用
保
険
に
加
入
で
き
る
方
は
、

週
㕲㕰
時
間
以
上
の
雇
用
、
か
つ
、
㕳㕱
日
以
上

の
雇
用
契
約
が
必
要
で
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

１１
月
は「
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一
掃
強
化
期
間
」で
す

　

Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ

た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
左

記
の
と
お
り
強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時　

㕱㕱
月
㕱㕸
日
｟金
｠か
ら
㕲㕴
日
｟木
｠ま
で

  　
　
　

午
前
８
時
㕳㕰
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　

た
だ
し
、
㕱㕱
月
㕱㕹
日
｟土
｠・㕲㕰
日
｟日
｠・㕲㕳
日

｟水
・祝
｠は
午
前
㕱㕰
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

相
談
専
用
電
話
｟
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
｠
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５
７
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０
７
０
・
８
１
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「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

●
問
合
せ　

豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　

  

☎
０
５
３
２
・
５
４
・
１
１
９
２

　

愛
知
県
最
低
賃
金
は
、
令
和
４
年
10
月
１
日

か
ら
時
給
額
９
８
６
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

｟
常
用
・
臨
時
・
派
遣
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

等
｠に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
大
㕱㕰
年
を
目
安
に
、
機
器
の
交
換
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を
機
会
に
点
検

を
行
い
、
警
報
音
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
4
年
度
改
正

最
低
賃
金
額
に
つ
い
て

お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
ま
り 

火
の
用
心

●
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
２

秋
の

火
災
予
防
運
動

を
全
国
統
一
防
火
標
語

に
㕱㕱
月
９
日
｟
水
｠
か
ら

㕱㕱
月
㕱㕵
日
｟
火
｠
ま
で
の

一
週
間
、
全
国
一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
油
断
で

発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
大
切
な
命
や
財
産

を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を
機
会

に
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
の
な
い
街
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
、
全
国
で
住
宅
火
災
に
よ
り
約
千
人
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
城
市
消
防
本

部
管
内
で
も
、
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
、
電
気
配

線
が
原
因
と
な
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
気
器
具
の
使
用
方
法
を
見
直
し
、
万
が
一

に
備
え
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
住
宅
用
消
火

器
の
設
置
や
点
検
を
お
こ
な
い
、
住
宅
防
火

対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　 

　
　
　
　
取
替
え
目
安
は
１０
年
で
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
設
置
が
さ
れ
て
い

て
も
、
㕱㕰
年
を
経
過
し
た
機
器
は
電
子
部
分

の
寿
命
な
ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
な

ど
、
正
常
に
作
動
し
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

　お出かけは　
マスク戸締まり 火の用心

ௗ年度֭推ු標語

　
第
２
期
分
の
納
付
書
は
、
８
月
に
お
送
り

し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
｟
な
お
、
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
｠

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、
県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店

・
Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
｟
ペ
イ
ジ
ー
｠
に
対
応
し
た

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
又
は
Ａ
Ｔ
Ｍ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

　

ー
ド
に
よ
る
納
付

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

｟Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

　

ｙ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
及
び
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
｠
に
よ

　

る
納
付

Å

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
に
よ
る
納
付

に
つ
い
て
は
、
納
付
書
の
納
付
金
額
が
30
万

円
以
下
の
も
の
に
限
り
ま
す
。　

◇
そ
の
他　

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、
金
融

機
関
｟ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
。
｠
の
窓
口
、
県

税
事
務
所
の
窓
口
又
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
口
座
を

開
設
し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く

納
期
限
は
11
月
30
日（
水
）で
す
。

●
問
合
せ

　

東
三
河
県
税
事
務
所　

課
税
第
一
課
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自
転
車
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

ら
も
自
分
た
ち
の
力
で
最
後
ま
で
や
り
切

り
ま
し
た
。
講
習
会
の
中
で
も
積
極
的
に

分
か
ら
な
い
こ
と
を
相
談
し
て
い
る
方
の

姿
が
多
く
み
ら
れ
、
満
足
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
令
和
5
年
2
月
23
日
｟
木
・

祝
｠
10
時
か
ら
の
き
山
学
校
で
、
少
し
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
中
級
編
も
開
催
す
る

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

9
月
19
日
｟
月
・
祝
｠
に
の
き
山
学
校
に

て
「
自
転
車
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会
～
初

級
編
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
栄
町
内

に
は
自
転
車
屋
さ
ん
が
な
い
た
め
、
気
軽

に
自
転
車
の
相
談
で
き
る
機
会
が
少
な

い
で
す
。
少
し
で
も
簡
単
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
修
理
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
転

車
を
楽
し
む
皆
さ
ん
が
増
え
た
ら
い
い

な
と
い
う
思
い
で
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

講
習
で
は
、
浜
松
市
北
区
都
田
に
あ
る

「
Y
A
M
A
R
I
N
｟
ヤ
マ
リ
ン
｠
」
の
山

本
さ
ん
に
講
師
と
し
て
協
力
い
た
だ
き
、

日
常
点
検
や
パ
ン
ク
修
理
な
ど
の
勉
強

や
参
加
者
が
実
践
＆
挑
戦
す
る
実
技
講

習
を
行
い
ま
し
た
。
台
風
の
影
響
が
危
ぶ

ま
れ
る
中
、
東
栄
町
や
豊
橋
市
の
親
子
３

組
を
含
め
、
７
組
13
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
習
の
前
半
は
基
本
的

な
自
転
車
の
仕
組
み
や
種
類
な
ど
を
学

び
、
後
半
に
は
実
際
に
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
手
を
動
か
し
て
も
ら
い
自
分
た
ち
の

自
転
車
の
タ
イ
ヤ
を
外
し
、
チ
ュ
ー
ブ
の

交
換
の
流
れ
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
実
際
に
や

っ
て
み
る
と
な
か

な
か
上
手
く
い

か
ず
、
困
っ
た
時

は
講
師
に
ヘ
ル

プ
を
出
し
な
が

●問合せ　東栄町৑୯ֽ֤֠֎׉協会ӨӨɨ㕷㕶Ք㕱㕷㕸㕰

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で
つ
く
る
！

Vol.64

健
康
戦
隊

守
る
ン
ジ
ャ
ー

【
役
場
保
健
師
】

Vol.70

児童虐待相談窓口児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９（いちはやく）」

●
問
合
せ
　
福
祉
課 

☎
７
６
・
１
８
１
５

ヅ 

౤
⼰
⽉
⼓
඾
ි
⼯
⽉
⼲

ヱ
ヱ
ヱ
ヱ
ヱ
ヱ

ଌ
⽋
⼒
⼲
ࡱ
⼫
⼦
⽈
⼲

　

児
童
福
祉
法
は
、
”

保
護
者
は
、
児
童
を
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
す
る
こ
と
に
つ
い

て
第
一
義
的
責
任
を
負
う
。

“
と
あ
り
ま
す
。

親
｟
保
護
者
｠
は
、
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
、

親
と
し
て
育
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

に
か
か
わ
る
大
人
は
、
子
ど
も
の
成
長
と
と

も
に
親
な
ど
家
庭
内
か
ら
、
と
う
え
い
保
育

園
、
東
栄
小
学
校
、
東
栄
中
学
校
、
東
栄
町
外

へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
親
も
子
ど
も
も

健
や
か
に
育
つ
た
め
の
環
境
を
、
東
栄
町
の

皆
さ
ん
で
温
か
く
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ヅ 

ဪ
ࢯ
ྎ
⼵
౤
⼰
⽉
⼿ 

⼇
ಋ
ၔ
ະ
ཎ
സ
ਲ
໸

ヱ

 

໴
ࣤ
⽽
⽡
⾡
⾨ 
ミ
㖱
㖸
㖹
ビ
⼋
⼨
⼶
⽋
⼖
ピ
ム

　

お
う
ち
の
人
や
大
人

の
人
か
ら
、
た
た
か
れ

た
り
、
ひ
ど
い
こ
と
を

言
わ
れ
た
り
し
た
ら
、

信
頼
で
き
る
大
人
の

人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ヱ
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⼶
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子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
世
界
の
国
々
で

約
束
さ
れ
て
い
る
、
子
ど
も
が
も
っ
て
い
る

権
利
で
す
。
誰
か
ら
も
、
こ
の
権
利
を
奪
わ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
日
本

の
児
童
福
祉
法
も
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の

精
神
に
の
っ
と
っ
て
い
ま
す
。

□
た
た
か
れ
た
り
、
ひ
ど
い
こ
と
を
言
わ
れ

な
い
権
利

□
元
気
に
・
健
康
に
毎
日
を
す
ご
し
て
成
長

す
る
権
利

□
保
護
者
の
人
か
ら
育
て
ら
れ
る
、

守
っ
て
も
ら
え
る
権
利

□
自
分
の
意
見
を
言
う
、

話
を
聞
い
て
も
ら
え
る

権
利

参
照
:
厚
生
労
働
省

　
　
　
　

Ө

児
童
虐
待
防
止
対
策

１８９
いち はや く児童相談所虐待

対応ダイヤル

虐待かなと思ったら・・・
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入場行進入場行進

オセロみたいに色を変えるよオセロみたいに色を変えるよ

応援合戦応援合戦

登らせないぞ！登らせないぞ！

除伐作業除伐作業

クラスコンクール優秀賞(Ｆ３)クラスコンクール優秀賞(Ｆ３)

競技風景（台風の目）競技風景（台風の目）
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優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察

署
内
で
の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠

交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定

し
ま
す
の
で
、
そ
の
講
習
を
受
講
後

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て

平
日
の
正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

三
菱
U
F
J
銀
行
新
城
支
店

長
か
ら
目
録
を
受
け
取
る
防

犯
協
会
長
｟
豊
根
村
長
｠
と
副

会
長
｟設
楽
町
長
、
東
栄
町
長
｠

　

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
ご
家
族
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
、
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
県
民
の
方

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
社
会
全
体
で
支

援
す
る
気
運
を
高
め
る
た
め
に
、
県
内
各
地

で
、
広
報
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

警
察
は
各
種
の
犯
罪
被
害
相
談
窓
口
を
設

け
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
、
そ
の
ご

家
族
・
友
人
の
方
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
は
、
い
つ
誰
の
身
に
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
周
囲
が
理
解
に
努
め
、
う
わ
さ

話
を
慎
む
な
ど
、
私
達
一
人
一
人
が
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
て
犯
罪
被
害
者
等
に
接
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
も
し
も
自
分
が
被
害
に
遭

っ
た
ら
、
自
分
の
大
切
な
人
が
被
害
に
遭
っ
た

ら
と
考
え
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
、
被
害
か
ら

少
し
で
も
早
く
立
ち
直
り
、
平
穏
な
生
活
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
社
会
全
体

で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は
、

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　

株
式
会
社
三
菱
U
F
J
銀
行
は
社
会
貢
献

活
動
を
推
進
し
て
お
り
、
北
設
楽
郡
内
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
、
郡
内
２
町
１
村
に
設
置

す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
費
用
を
寄
贈
し
た
も
の

で
す
。
式
で
は
同
銀
行
新
城
支
店
長
か
ら
北

設
楽
郡
防
犯
協
会
長
で
あ
る
豊
根
村
長
へ
目

録
が
手
渡
さ
れ
、
同
会
長
は
、
広
大
な
面
積
を

当
署
に
お
い
て
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用

寄
贈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

持
ち
、
設
楽
ダ
ム
建
設

関
係
の
流
入
者
も
多

い
北
設
楽
郡
の
治
安

維
持
の
た
め
、
今
回
の

寄
贈
は
大
変
あ
り
が

た
い
等
、
謝
意
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

広
げ
よ
う
支
援
の
輪

～
あ
な
た
の
思
い
や
り
と
理
解
が

　
　
犯
罪
被
害
者
等
の
支
え
に
な
り
ま
す
～

ふ
る
さ
と
歌
壇

九
月
詠
草

内
藤
　
久
代

福
田
　
幸
代

渡
辺
　
禮
子

小
野
田
博
文

佐
々
木
秀
子

竹
田
　
正
子

伊
藤
　
清
子

堂
地
　
雅
子

伊
藤
　
久
美

優 

勝

二 

位

三 

位

伊
藤　
　

勉

三
城　

信
和

西
林　

信
彦

優 

勝

二 

位

加
藤　

育
代

伊
藤　

礼
子

優 

勝　

加
藤　

育
代

女
子

一
部

優 

勝

森
上　

祥
高

二
部

総
合

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

10
月
７
日 

東
栄
町
弓
道
場

楚
々
と
し
て
高
砂
百
合
は
道
端
に
揺
れ
て
微
笑
む
涼
風
に
乗
り

蝶
々
の
ニ
頭
舞
い
い
る
墓
参
の
道
ひ
と
り
歩
め
る
わ
れ
は
寂
し
き

逝
く
夏
を
惜
し
み
て
ゐ
る
か
百
日
紅
う
す
べ
に
色
の
花
房
揺
る
る

空
は
碧
台
風
一
過
や
小
手
毬
の
葉
裏
に
群
れ
し
空
蝉
の
覚
悟

朝
刊
の
四
コ
マ
漫
画
に
く
す
り
と
笑
い
今
日
も
始
ま
る
さ
ぁ
頑
張
る
ぞ

病
院
の
和
顔
愛
語
の
情
け
受
け
透
析
を
待
つ
吾
は
穏
や
か

初
め
て
の
靴
履
き
歩
む
一
歳
の
ラ
イ
ン
送
ら
れ
来
幾
た
び
も
見
る

お
端
折
り
と
肩
上
げ
直
し
勢
揃
い
袖
が
踊
る
よ
浴
衣
の
孫
ら

生
き
て
る
と
不
自
由
な
こ
と
ば
か
り
だ
が
考
え
る
事
は
自
由
で
い
た
い
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
3
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
7
｠

0
人 

｟
2
｠

0
人 

｟
5
｠

3
件 

｟
46
｠

2
件 

｟
11
｠

2
件 

｟
6
｠

1
件 

｟
17
｠

1
人 

｟
16
｠

26
件 

｟
246
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
４
年
9
月

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

運転免許更新のご案内
●
設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

　

新
城
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
、

ア
ル
コ
ー
ル
等
依
存
症
に
関
す
る
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
所
す
る
場
合
は
、

事
前
に
健
康
支
援
課
ま
で
お
電
話
を
く

だ
さ
い
。

日
時　

11
月
11
日
｟金
｠

　

午
後
1
時
㕳㕰
分
～
3
時
㕳㕰
分
｟要
予
約
｠

場
所
　
新
城
保
健
所

問
合
せ　

健
康
支
援
課

　

地
域
保
健
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル

　

ー
プ　

☎
０
５
3
6
・2
2
・2
2
0
6

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

き



施
設
利
用
（
9
月
）

広報とうえいの訂正とお詫び

令和4年9月の利用者数施　　設　　名 9月までの累積利用者数

令和4年8月の利用者数施　　設　　名 8月までの累積利用者数

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

123

128

9,691

257

100

2,367

（

（

（

（

（

（

0）

52）

8,484）

225）

0）

430）

1,170

844

64,125

1,794

898

8,467

（

（

（

（

（

（

855）

136）

45,282）

1,228）

584）

4,488）

営業当初からの累計利用者数　3,873,417

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

子育て支援センター（にこにこ広場）

海原純子　毎日新聞出版

ア・ジョンソン　出版社　アノニマ・スタジオ

やまもとふみ　KADOKAWA

●こころの見方 いい気分を貯めて暮らしたい

●ゼロ・ウェイスト・ホーム

●理花のおかしな実験教室（７）

　  ふくらむナゾの答えを探せ！

柴田ケイコ　PHP研究所

●おいしそうな　しろくま

新
着
図
書

東栄町図書室 

広報とうえい10月号14ページ 「施設利用(8月)」 の記事に誤りがありました。

お詫びしますとともに、以下の通り訂正させていただきます。

　大治町内の保育園にて子どもたちに向けた

SDGsの啓発活動が行われました。大治町SDGｓ

推進大使のまほろば遊さんによる絵本の読み聞か

せや歌を通じて、日常の中で取り組める、SDGsに

つながることを楽しく学びました。

大治町友好自治体

と う え い 温 泉

と う え い 温 泉

【 誤 】

【 正 】

(　7,101)

(　7,101)

54,434

13,074

(　36,798)

(　36,798)

95,794

54,434

※住民基本台帳　※単位：人

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

2,879

1,392

1,487

1,373

 ±0）

±0）

±0）

+2）

転 入

転 出

出 生

死 亡

5

4

0

1

9月末日現在 前月比納
税
等

（

（

（

（
納期限: 11月30日

●国民健康保険料　

●後期高齢者保険料　　●保育料　　　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料



Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会（月）

ドレミの会
（粟代・桑原）

11 November. 2022

民生委員児童委員
協議会定例会

予防接種

　10月15日(土)、東栄診療所・東栄保健福祉

センター竣工式のテープカットの様子。

　午後からは一般見学会が開催され、多くの町

民が訪れました。

勤労感謝の日

文化の日

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

行政相談

広報とうえい  2022.11月号15

表紙について

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

たんぽぽの会

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

振替休業日
(小学校)

乳幼児健診

東栄フェスティ
バル参加・午前
(小学校)

保育実習
(中学3年生)

木育活動1日目
(小学5年生)

木育活動2日目
(小学5年生)

たんぽぽの会

明神クラブ交流
(小学3年生)

陶芸教室
(小学2・3年生)

陶芸教室
(小学3年生)

マラソン大会
・午前(小学校)

学校保健委員会
・午後(小学校)

陶芸教室
(小学2年生)

学校公開週間
(小学校)

個別懇談
(小中学校)

RCA校との
オンライン交流
(中学3年生)

マラソン大会試走
(小学校)

国内研修
(中学2年生)

予防接種ノーメディアデー

東栄
フェスティバル

さわやかクラブ

巡回職業相談

ペットボトル等
回収日

11月28日～12月2日

東栄町文化祭
11/1〜11/6

3 4 5

6

1 2

10 11 12

13

7 8 9

17

24

18

25

19

2620

27

14

21

28 29 30

15

22

16

23

3130

321



総務課　　☎７６ ・ 0501

とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINE

Facebook

Twitter

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。

※通信料は利用者負担です。

令和4年11月1日発行   No.755

発行 ： 東栄町役場　〒449-0292  愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑 25

ホームページ  http://www.town.toei.aichi.jp　メールアドレス  soumu@town.toei.lg.jp　

編集 ： 東栄町役場総務課

広報とうえい

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 164

東栄町在住歴  20年

片桐　啓結さん （振草）
ひろき

星空おんがく祭2022が、3年ぶりに東栄ド

ームで開催されたよ！20組以上の出演者

によるバンドやダンスなどのパフォーマンス、

15店舗を超える出店ブースに、会場は大盛

り上がりだったに。

星空おんがく祭2022の様子は、ダイジェスト

映像等で配信予定だに。最新の情報は、

公式ホームページをチェックしてね！

オニスターの

おでかけ日記

(インスタグラム)

星空おんがく祭

公式HP

町からの
情報をチェック！

オニスターのおでかけ日記


